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グアテマラ月報（2020年 3月） 

 

2020年 4月 24日 

在グアテマラ日本国大使館 

公開情報の取りまとめは以下のとおり。 

１ 内政（新型コロナウイルス関連） 

（１）グアテマラ全土における災害事態宣言の発出および延長 

 ３月５日，ジャマテイ大統領は，新型コロナウイルス（COVID-19）の世界的流行に伴い，グア

テマラ全土における災害事態宣言（Estado de Calamidad）を発出した。３月２４日，グアテマ

ラ国会は同宣言を延長し，５月４日まで効力が続くこととなった。同宣言により，政府は以下の

措置をとることができる。 

 保健省が指導的な立場となり，COVID-19に対処するためあらゆる措置をとること 

 外出・移動の自由の制限 

 感染の恐れがある集会，公共イベントの中断・制限 

 あらゆる商品，サービスの価格管理 

 個人，国家機関および民間セクターに対する協力要請 

 避難命令 

 国家による必要物資の購入 

 災害に対処するための予算の特定および割当てに関する財務省への権限の付与 

 

（２）グアテマラの感染状況 

 ３月１３日，グアテマラで初めてCOVID-19の感染が確認された。３月末時点での感染者数は４

７名（死亡１名，回復１２名）である。 

 

（３）国境の閉鎖（４月２４日時点で国境封鎖は継続中） 

 ３月１６日，ジャマテイ大統領は空路，陸路，海路全ての国境を封鎖し，外国人の入国を禁止

した。ただし，グアテマラ人，永住権を持つ外国人，外交団は陸路での入国が認められ，陸路入

国後に隔離措置を受ける。 

また，外国人の陸路での出国は認められている（相手国が受け入れる場合のみ）。 

 

（４）その他政府による規制（３月末時点での主なもののみ抜粋） 

 １６時～翌朝４時までの外出禁止（例外：警察等の緊急車両，外交団，水・食糧・燃料等の

物流車両，医薬品関係，食事デリバリー等） 

 政府機関・民間セクターにおける労働の一時停止（例外：大統領府等の政府機関，保健，国

防・治安，司法，税関，出入国管理，港湾施設，災害対応等の関係者，政府許可を得ている

民間企業等） 

 商業施設の営業停止（例外：病院，薬局，ガソリンスタンド，スーパー，銀行，通信，水，

ゴミ収集，食事デリバリー等） 

 公共交通機関の運行禁止 

 人数にかかわらず，全てのイベント・会合の禁止 
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２ 外交 

ロサレス・ホンジュラス外相の当国訪問 

 ３月１０日，ロサレス・ホンジュラス外相が当国を訪問し，ブロロ外相と会談を行った。主な

テーマは，国境周辺の治安，キャラバン等の移民問題，ジャマテイ大統領が推進する「繁栄の壁」

（Muros de Prosperidad）を通じた地域の発展，中米統合などであった。 

両外相は会見で，両国間におけるオープンスカイ（Cielos Abiertos）・プロジェクトに関す

る進展を強調し，同プロジェクトにより両国間フライトの国内便化，空路移動のコスト削減，観

光促進などが期待されている。 

 

３ 経済（新型コロナウイルス関連） 

（１）経済緊急復興計画の提出および追加予算の要請 

 ３月１８日，ジャマテイ大統領は経済緊急復興計画（Plan Nacional de Emergencia y 

Recuperacion Economica）を国会に提出した。同計画には，公共投資の増加，高齢者や栄養失調

状態の子供などの脆弱世帯への補助金，中小企業の保護等が明記されている。 

同日，同大統領は国会に対し，７０億ケツァル（約１０億米ドル）の追加予算を要請した。同

追加予算には，世銀による融資２億米ドル，中米経済統合銀行（BCIE）による融資１億９,３０

０万米ドル，米州開発銀行（ＩＤＢ）による融資２.５億米ドルが含まれる。 

 

（２）２０２０年経済成長率見通しの引下げ 

 ３月２５日，グアテマラ国立通貨委員会（Junta Monetaria）は，COVID-19に伴う経済への影

響を踏まえ，２０２０年のグアテマラ経済成長率を当初予測の３.１％～４.１％から１％前後

（０.５％～１.５％）へ修正した。 

 レシーノス中央銀行総裁・国立通貨委員会委員長は，同感染症により米国との輸出入に大きな

影響が出るだけでなく，米国からの送金額減少により相当のインパクトがあると述べた。同委員

会は，海外送金額は約５億米ドルの減少が見込まれ，輸出売上高についても約５億米ドルの減少

を想定した。 

 米国のみならず，欧州やメキシコ，エルサルバドル，ホンジュラスなどの当国主要貿易相手先

も同様であり，欧米経済の景気後退，中国の生産低下などが見込まれ，世界経済の成長ペースが

落ちると想定されると同総裁は説明した。今後，世界通貨基金ＩＭＦが公表する見通しを待ち，

経済成長率の見通しは再度見直しされる。 
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◇主要経済指標◇ 
2020年 2019年 

2018年 
3 月 2 月 1 月 12月 

インフレ率（前年同月比） 1.77% 1.24% 1.78% 3.41% 2.31% 

貿易収支（百万米ドル） 未発表 △506.5 △715.8 △621.3 △8,743.8 

輸出（百万米ドル） 未発表 1,026.0 1,019.7 923.6 10,990.2 

輸入（百万米ドル） 未発表 1,532.5 1,735.5 1,544.9 19,734.0 

外貨準備高（百万米ドル） 15,337.7 15,203.2 14,895.4 14,789.0 12,755.6 

外国からの送金（百万米ドル） 746.7 808.0 834.6 940.8 9,287.7 

為替レート（対米ドル月平均） 7.68 7.67 7.69 7.68 7.52 

（出典：中銀，国立統計院） 


